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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ステロイド-甲状腺ホルモン-レチノイド受容体スーパーファミリーのメンバーをコードしています。発現は、ヒトリンパ球におけるフィトヘマグルチニン、および活性化停止線維芽細胞における血清刺激によって誘導されます。コードされているタンパク質は核転写因子として作用します。このタンパク質が核からミトコンドリアへ移行することでアポトーシスが誘導されます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年1月],機能：オーファン核受容体,誘導：成長刺激剤による,類似性：核ホルモン受容体ファミリーに属する,類似性：核ホルモン受容体ファミリーNR4サブファミリーに属する,類似性：核受容体DNA結合ドメインを1つ含む,サブユニット：GADD45GIP1と相互作用する,組織特異性：胎児の筋肉および成人の肝臓、脳、甲状腺
	研究分野
	MAPK_ERK_成長;MAPK_G_タンパク質;
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	核内受容体NR4A1（リン酸化Ser351）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	核内受容体NR4A1（リン酸化Ser351）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Phospho-Nur77（S351）ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウエスタンブロット解析。

